
 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017.7.25 

日本共産党境港市議団発行 

境境境境境５５   TEL44－0039 

 

この報告は政務活動費で 

発行しています 

 

６

月

市

議

会

が

６

月

３

０

日

に

閉

会

し

ま

し

た

。

こ

の

議

会

で

、

定

岡

敏

行

市

議

は

島

根

原

発

１

号

機

の

廃

炉

計

画

と

２

号

機

の

再

稼

働

問

題

に

つ

い

て

、

安

田

共

子

市

議

は

来

年

度

か

ら

県

単

位

化

さ

れ

る

国

民

健

康

保

険

制

度

の

問

題

で

、

市

長

の

考

え

を

質

し

ま

し

た

。

 

議

会

最

終

日

に

は

、

「

テ

ロ

等

組

織

犯

罪

準

備

罪

」

＝

い

わ

ゆ

る

共

謀

法

の

強

行

可

決

に

対

し

、

「

拙

速

な

法

の

施

行

は

行

わ

ず

、

国

民

に

対

し

十

分

な

説

明

責

任

を

果

た

す

」

よ

う

求

め

る

意

見

書

を

、

賛

成

多

数

で

可

決

し

ま

し

た

。

 

 

議場の安田共子市議 

国
保

国
保

国
保

国
保

のの のの
県県 県県

単
位

単
位

単
位

単
位

化化 化化
でで でで

    
保

険
税

保
険

税
保

険
税

保
険

税
のの のの

大
幅

大
幅

大
幅

大
幅

なな なな
    

値
上

値
上

値
上

値
上

げ
の

げ
の

げ
の

げ
の

危
険

危
険

危
険

危
険

    

 

  

 安

田

共

子

議

員

 

  

 

来

年

度

か

ら

県

が

財

政

責

任

を

担

い

、

市

町

村

か

ら

国

保

納

付

金

を

徴

収

す

る

こ

と

に

な

る

。

県

議

会

資

料

で

は

境

港

市

の

一

人

あ

た

り

保

険

料

は

１

２

万

７

７

４

円

。

２

８

年

度

の

１

０

万

３

６

６

０

円

の

１

６

・

５

％

増

に

な

る

計

算

だ

。

 

中

村

勝

治

市

長

 

  

 

県

の

試

算

は

算

定

シ

ス

テ

ム

に

不

備

も

あ

り

、

説

明

で

き

る

状

況

に

な

い

。

 

 

一

般

会

計

か

ら

繰

入

し

て

低

い

保

険

税

率

と

し

て

き

た

が

、

医

療

費

水

準

が

高

い

本

市

で

は

、

新

制

度

で

高

く

な

る

こ

と

が

懸

念

さ

れ

る

。

激

変

緩

和

措

置

な

ど

県

に

要

望

し

て

い

き

た

い

。

 

安

田

議

員

 

  

 

上

げ

ざ

る

を

得

な

い

と

考

え

て

い

る

と

い

う

こ

と

か

。

 

佐

々

木

市

民

生

活

部

長

 

  

 

都

道

府

県

か

ら

の

繰

入

金

を

活

用

す

る

と

か

、

激

変

緩

和

措

置

を

活

用

し

て

い

か

ざ

る

を

得

な

い

。

 

 

  

 子子 子子
ど

も
の

ど
も

の
ど

も
の

ど
も

の
均

等
割

均
等

割
均

等
割

均
等

割
    

廃
止

廃
止

廃
止

廃
止

をを をを
    

 

  

 安

田

議

員

 

保

険

税

の

算

定

に

あ

た

っ

て

、

子

ど

も

の

均

等

割

を

な

く

す

か

大

幅

な

減

額

は

検

討

で

き

な

い

か

。

 

市

民

生

活

部

長

 

  

 

現

段

階

で

は

考

え

て

い

な

い

が

、

本

市

国

保

運

営

協

議

会

の

中

で

も

議

論

を

求

め

た

い

。

 

 

  

 保
険

証
無

保
険

証
無

保
険

証
無

保
険

証
無

し
で

し
で

し
で

し
で

    
受

診
手

遅
受

診
手

遅
受

診
手

遅
受

診
手

遅
れ

は
れ

は
れ

は
れ

は
？？ ？？

    

 

  

 安

田

議

員

 

  

 

全

日

本

民

主

医

療

機

関

連

合

会

は

、

今

年

３

月

、

「

保

険

料

が

は

ら

え

ず

医

療

に

か

か

れ

な

い

」

な

ど

経

済

的

な

理

由

で

治

療

が

遅

れ

死

亡

し

た

患

者

例

が

、

２

０

１

６

年

に

鳥

取

県

内

で

も

４

人

い

た

と

発

表

し

た

。

 

短

期

保

険

証

、

資

格

証

の

交

付

世

帯

や

４

月

以

降

保

険

証

が

未

交

付

に

な

っ

て

い

る

世

帯

の

実

態

を

把

握

し

て

い

る

か

。 

中

村

市

長

 

  

 

滞

納

世

帯

に

つ

い

て

は

窓

口

に

来

て

も

ら

う

こ

と

で

、

納

税

や

医

療

に

係

る

相

談

の

機

会

を

確

保

し

、

生

活

実

態

に

応

じ

た

納

付

計

画

に

つ

な

が

っ

て

い

る

。

 

４

月

以

降

、

保

険

証

を

取

り

に

来

て

い

な

い

の

は

、

国

保

加

入

４

，

６

３

９

世

帯

中

２

９

２

世

帯

。

こ

の

方

た

ち

の

受

診

実

態

の

把

握

は

困

難

だ

。

保

険

証

を

持

参

し

て

い

な

い

こ

と

で

治

療

拒

否

は

な

い

と

聞

い

て

い

る

。

 

安

田

議

員

 

  

 

納

付

相

談

な

ど

の

な

か

で

、

病

院

に

か

か

る

必

要

が

認

識

さ

れ

れ

ば

発

行

す

る

か

。

 

市

民

生

活

部

長

 

傍

目

に

み

て

そ

う

い

う

状

況

で

あ

れ

ば

、

保

険

証

を

交

付

す

る

よ

う

に

努

め

た

い

。

 

 

 

  

 

住
民

税
非

課
税

世
帯

住
民

税
非

課
税

世
帯

住
民

税
非

課
税

世
帯

住
民

税
非

課
税

世
帯

のの のの
        

医
療

費
医

療
費

医
療

費
医

療
費

助
成

助
成

助
成

助
成

    
従

来
従

来
従

来
従

来
ど

お
り

ど
お

り
ど

お
り

ど
お

り
無

料
無

料
無

料
無

料
にに にに

    

 

  

 安

田

議

員

 

  

 

難

病

患

者

に

対

す

る

国

の

助

成

制

度

が

３

０

６

疾

病

に

拡

大

さ

れ

た

が

、

一

方

で

、

自

己

負

担

が

な

か

っ

た

住

民

税

非

課

税

者

は

月

２

、

５

０

０

円

、

本

人

年

収

が

８

０

万

円

を

超

え

れ

ば

月

５

、

０

０

０

円

の

負

担

と

な

る

。

従

来

通

り

無

料

と

す

る

べ

き

だ

。

 

せ

め

て

他

の

特

別

医

療

費

助

成

と

同

様

１

回

５

３

０

円

の

負

担

と

す

る

よ

う

、

市

単

独

な

い

し

県

と

協

調

し

た

助

成

制

度

を

設

け

る

べ

き

と

思

う

が

。

 

市

民

生

活

部

長

 

難

病

政

策

な

ど

は

国

で

検

討

さ

れ

る

べ

き

も

の

。

 

安

田

議

員

 

  

 

障

害

が

あ

る

方

で

非

課

税

世

帯

で

あ

れ

ば

市

単

独

の

医

療

費

助

成

の

対

象

に

し

て

い

る

。

検

討

の

余

地

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

。

 

市

民

生

活

部

長

 

  

 

小

児

慢

性

特

定

疾

患

な

ど

の

医

療

費

助

成

の

実

施

主

体

は

県

に

な

っ

て

い

る

。

国

の

政

策

が

根

本

だ

が

、

対

象

拡

大

の

検

討

は

、

県

の

判

断

に

よ

る

も

の

も

大

き

い

。

 

安

田

議

員

 

本

来

は

国

の

レ

ベ

ル

で

対

応

を

さ

れ

る

べ

き

も

の

だ

が

、

ど

の

よ

う

な

人

で

も

い

ざ

と

い

う

時

に

受

診

で

き

る

、

経

済

的

な

心

配

も

な

く

安

心

し

て

通

院

が

で

き

る

・

・

行

政

の

大

事

な

一

つ

の

仕

事

だ

。

 

 

来

年

度

か

ら

国

保

の

運

営

主

体

が

県

に

移

行

す

る

こ

と

か

ら

、

国

民

健

康

保

険

税

の

大

幅

ア

ッ

プ

が

検

討

さ

れ

て

い

ま

す

。

 

こ

の

問

題

で

、

日

本

共

産

党

境

港

市

委

員

会

と

党

市

議

団

は

２

１

日

、

「

激

変

緩

和

に

終

わ

る

こ

と

な

く

、

県

費

の

投

入

な

ど

を

求

め

て

、

こ

れ

以

上

の

保

険

税

引

き

上

げ

を

し

な

い

こ

と

」

な

ど

、

別

記

５

項

目

の

要

望

を

市

へ

申

し

入

れ

、

担

当

部

局

と

交

渉

し

ま

し

た

。

 

 

1. 一時的な激変緩和措置に終わらず、知恵

を尽くして、国⺠健康保険税引き上げを

おこなわないこと。 

▼ 国保税支払い後の収入が生活保護

基準額以下となる場合は、保険税を免

除する「境界層措置」を設けること。 

▼ 子どもが多いほど保険税が増える

均等割の軽減措置を設けること。 

▼ 一般会計からの法定外繰入を継続

し、保険税の引き下げを検討すること。 

2. 鳥取県に国保財政への恒常的な財政投

入を求めること。 

3. 国⺠健康保険への国庫負担の増額を求

めること。 

4. お⾦の⼼配をせず安⼼して医療が受け

られるよう、新たな減免制度の創設や医

療費助成の拡充をすること。 

▼ 国保法第 44 条に基づく窓口負担

の減免制度の周知を強めること。 

▼ 短期保険証や資格証明書の発⾏は

やめること。 

5. 県内他市と比べ、医療費が⾼い原因を科

学的に調査し、総合的な健康増進計画を

策定すること。保健師・栄養士等専門職

員の増員を⾏ない、全庁的な体制も確⽴

し、この計画をやり遂げること。 

（要望５項目の要旨） 
写

真

は

左

か

ら

、

長

尾

達

也

・

党

市

委

員

会

市

民

運

動

部

長

、

安

田

と

も

子

市

議

、

定

岡

敏

行

市

議

。

 

右

側

は

対

応

す

る

市

職

員

 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

議場の定岡敏行市議 

廃
炉

計
画

廃
炉

計
画

廃
炉

計
画

廃
炉

計
画

のの のの
安

全
性

安
全

性
安

全
性

安
全

性
はは はは

    
確

認
確

認
確

認
確

認
で

き
た

か
で

き
た

か
で

き
た

か
で

き
た

か
    

 定

岡

敏

行

議

員

 

島

根

原

発

１

号

機

の

廃

炉

を

原

発

ゼ

ロ

社

会

の

幕

開

け

と

し

て

歓

迎

す

る

が

、

こ

の

廃

止

措

置

計

画

は

危

険

。

 

市

は

申

請

の

段

階

で

、

中

国

電

力

に

求

め

た

「

安

全

な

管

理

、

実

効

性

の

あ

る

処

分

を

適

正

に

お

こ

な

う

」

こ

と

は

確

認

で

き

た

か

。

 

中

村

勝

治

市

長

 

原

子

力

規

制

委

員

会

が

認

可

し

、

国

が

適

正

な

履

行

を

確

認

す

る

と

の

説

明

を

受

け

た

。

県

の

原

子

力

安

全

専

門

会

議

が

適

正

と

確

認

し

た

。

 

定

岡

議

員

 

国

や

県

の

説

明

で

は

な

く

、

こ

れ

な

ら

大

丈

夫

と

い

う

自

治

体

と

し

て

の

判

断

を

聞

い

て

い

る

。

 

中

村

市

長

 

市

に

専

門

的

知

見

は

な

い

。

専

門

家

の

意

見

を

受

け

と

め

る

の

は

当

然

の

こ

と

だ

。

 

定

岡

議

員

 

「

国

が

こ

う

言

っ

て

い

る

」

だ

け

で

は

自

治

体

の

仕

事

で

は

な

い

。

 

 核
燃

料
核

燃
料

核
燃

料
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

は
サ

イ
ク

ル
は

サ
イ

ク
ル

は
サ

イ
ク

ル
は

    
悪

魔
悪

魔
悪

魔
悪

魔
の

サ
イ

ク
ル

の
サ

イ
ク

ル
の

サ
イ

ク
ル

の
サ

イ
ク

ル
    

 定

岡

議

員

 

こ

の

廃

炉

計

画

は

「

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

」

が

前

提

だ

。

使

用

済

み

核

燃

料

か

ら

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

を

分

離

・

抽

出

し

、

原

発

で

再

利

用

す

る

も

の

で

、

技

術

的

困

難

と

コ

ス

ト

肥

大

化

か

ら

各

国

が

撤

退

し

、

い

ま

は

フ

ラ

ン

ス

と

日

本

だ

け

だ

。

 

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

核

兵

器

の

原

料

で

、

国

際

的

に

厳

し

く

保

有

を

管

理

さ

れ

て

い

る

か

ら

、

「

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

」

を

続

け

る

限

り

、

原

発

を

再

稼

働

し

て

Ｍ

Ｏ

Ｘ

燃

料

を

使

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

フ

ク

シ

マ

の

再

来

を

心

配

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

・

・

こ

ん

な

�

悪

魔

の

サ

イ

ク

ル

�

は

断

ち

切

る

し

か

な

い

。

 

中

村

市

長

 

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

の

推

進

は

国

の

基

本

的

方

針

だ

。

資

源

の

効

率

的

活

用

は

重

要

で

、

高

レ

ベ

ル

放

射

性

廃

棄

物

の

体

積

を

減

ら

し

、

放

射

能

の

有

害

度

も

低

減

で

き

る

。

 

 撤
退

撤
退

撤
退

撤
退

す
る

す
る

す
る

す
る

先
進

国
先

進
国

先
進

国
先

進
国

    
「「 「「 も

ん
じ

ゅ
も

ん
じ

ゅ
も

ん
じ

ゅ
も

ん
じ

ゅ
」」 」」 もも もも

失
敗

失
敗

失
敗

失
敗

    

 定

岡

議

員

 

高

速

増

殖

炉

＝

「

も

ん

じ

ゅ

」

が

成

功

し

て

い

れ

ば

、

減

容

化

と

い

う

主

張

も

通

っ

た

が

、

１

兆

円

も

つ

ぎ

込

ん

で

失

敗

、

廃

炉

だ

。

 

抽

出

さ

れ

る

プ

ル

ト

ニ

ウ

ム

は

わ

ず

か

数

％

、

９

割

以

上

を

占

め

る

ウ

ラ

ン

と

再

利

用

し

た

Ｍ

Ｏ

Ｘ

燃

料

も

、

結

局

は

核

の

ゴ

ミ

と

し

て

最

終

処

分

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

量

的

に

減

ら

な

い

し

、

バ

カ

高

い

コ

ス

ト

も

引

き

合

わ

な

い

と

い

う

の

が

、

撤

退

す

る

世

界

の

判

断

。

 

そ

れ

で

も

そ

の

道

を

い

く

の

か

、

ず

っ

と

原

発

と

向

き

合

っ

て

い

く

の

か

、

３

０

Ｋ

圏

内

の

自

治

体

と

し

て

真

剣

に

考

え

る

べ

き

こ

と

だ

。

 

中

村

市

長

 

「

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

」

は

国

の

基

本

政

策

で

、

尊

重

し

、

そ

の

方

向

で

考

え

た

い

。

 

 核
燃

料
核

燃
料

核
燃

料
核

燃
料

サ
イ

ク
ル

に
サ

イ
ク

ル
に

サ
イ

ク
ル

に
サ

イ
ク

ル
に

代代 代代
わ

る
わ

る
わ

る
わ

る
    

安
全

安
全

安
全

安
全

なな なな
処

理
処

理
処

理
処

理
技

術
確

立
技

術
確

立
技

術
確

立
技

術
確

立
へへ へへ
    

市
長

市
長

市
長

市
長

はは はは
、、 、、 イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
イ

ニ
シ

ア
チ

ブ
を

イ
ニ

シ
ア

チ
ブ

を
    

       定

岡

議

員

 

使

用

済

み

核

燃

料

や

廃

炉

で

で

る

高

レ

ベ

ル

放

射

性

廃

棄

物

の

処

理

は

必

要

だ

。

 

核

燃

料

サ

イ

ク

ル

に

代

わ

る

安

全

、

安

心

な

処

理

に

つ

い

て

、

国

家

的

レ

ベ

ル

島根原発 手前の建屋が２号機、その右が１号機 

で

研

究

、

開

発

す

べ

き

で

は

な

い

か

。

国

に

向

か

っ

て

、

市

長

の

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

を

期

待

し

た

い

。

 

中

村

市

長

 

専

門

的

知

見

を

持

ち

合

わ

せ

な

い

。

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

を

と

る

こ

と

は

難

し

い

。

 

定

岡

議

員

 

一

自

治

体

が

技

術

的

な

答

え

を

出

せ

る

問

題

で

は

な

い

が

、

問

題

を

指

摘

し

て

、

国

を

あ

げ

て

検

討

を

求

め

る

の

は

で

き

る

こ

と

だ

。

住

民

の

命

を

あ

ず

か

る

自

治

体

と

し

て

や

る

べ

き

こ

と

だ

。

 

 

 

原
発

原
発

原
発

原
発

ゼ
ロ

ゼ
ロ

ゼ
ロ

ゼ
ロ

社
会

社
会

社
会

社
会

へへ へへ
    

島
根

原
発

島
根

原
発

島
根

原
発

島
根

原
発

２２ ２２
号

機
号

機
号

機
号

機
のの のの

    

再
稼

働
反

対
再

稼
働

反
対

再
稼

働
反

対
再

稼
働

反
対

をを をを
    

 定

岡

議

員

 

  

 

フ

ク

シ

マ

で

は

い

ま

な

お

避

難

が

続

く

。

避

難

計

画

の

実

効

性

も

ゼ

ロ

。

核

の

ゴ

ミ

の

処

理

技

術

も

、

最

終

処

分

場

も

な

い

。

安

全

、

安

心

な

原

発

ゼ

ロ

社

会

へ

、

島

根

原

発

２

号

機

の

再

稼

働

に

反

対

を

。

 

中

村

市

長

中

村

市

長

中

村

市

長

中

村

市

長

 

  

 

新

規

制

基

準

に

合

格

し

た

場

合

に

は

、

市

議

会

や

市

民

の

意

見

を

う

か

が

い

、

総

合

的

に

判

断

し

た

い

。

 

 

 

境港市議会は、『テロ等組織犯罪準備罪を含む

改正組織犯罪処罰法』＝いわゆる共謀法について

「拙速

拙速拙速

拙速な

なな

な法

法法

法の

のの

の施行

施行施行

施行は

はは

は行

行行

行わず

わずわず

わず、

、、

、国民

国民国民

国民に

にに

に対

対対

対して

してして

して十分

十分十分

十分な

なな

な

説明責任

説明責任説明責任

説明責任を

をを

を果

果果

果たすこと

たすことたすこと

たすこと」を求める意見書を採択

し、政府へ送付しました。 

 意見書案は、会派きょうどうの米村一三、平松謙

治、柊康弘、森岡俊夫、景山憲と無所属の松本煕、

共産党の定岡敏行、安田共子の８議員が共同で提

出し、自民クラブと公明などが反対しました。 

 定岡議員の賛成討論（要旨）は次の通りです。 

 

「共謀法」で市議会が決議 
 

1）安倍政権は「法案を整備しなければ東京オ

リンピックをできない」と言ったが、オリンピッ

ク招致のとき「世界有数の安全な都市、東京」と

豪語した。テロ対策は国⺠をだますウソだ。 

2）国際組織犯罪防止条約批准に必要だという

が、この条約は同時テロ前の2０００年に、国境

を越えた麻薬や銃の不正取引取り締まりを目的

に締結されたもので、テロとは関係ない。 

国際的なテロ関連条約は全部批准済みで、凶器

準備集合罪など陰謀や共謀、予備、準備など⾏為

以前の段階から処罰できる法体系ができている。 

3）⼈を罰する刑事法が定義不⼗分ということ

は、権⼒の恣意的乱⽤を許し、国⺠は何をやって

いいか、何をやったらダメなのか、わからなくな

るということ。たいていの人はやっていいことま

でやらなくなってしまう。⾃由と⺠主主義の危機

だ。 

4）ウソとごまかしで強⾏の法律を認めること

はできない。せめて「拙速な施⾏を⾏わず、国⺠

に十分に説明責任を果たすこと」は当然だ。 

６

月

議

会

が

終

わ

っ

た

直

後

の

７

月

６

日

、

中

国

電

力

が

島

根

原

発

２

号

機

の

近

く

を

走

る

宍

道

断

層

の

長

さ

の

評

価

を

、

こ

れ

ま

で

の

２

５

ｋ

ｍ

か

ら

３

９

ｋ

ｍ

に

延

ば

す

方

針

を

原

子

力

規

制

委

員

会

に

伝

え

た

こ

と

が

分

か

り

ま

し

た

。

 

４

回

目

に

も

な

る

評

価

変

更

で

住

民

の

不

信

感

は

強

ま

る

ば

か

り

。

ま

た

、

１

．

６

倍

に

も

な

る

活

断

層

の

延

長

評

価

で

、

基

準

地

震

動

（

揺

れ

の

最

大

想

定

）

の

大

幅

な

見

直

し

は

避

け

ら

れ

ず

、

島

根

原

発

は

一

層

の

耐

震

補

強

が

避

け

ら

れ

ま

せ

ん

。

 

 地

震

列

島

・

日

本

に

原

発

は

要

ら

な

い

。

２

号

機

の

再

稼

働

や

め

よ

、

３

号

機

動

か

す

な

の

声

を

、

い

っ

そ

う

大

き

く

し

ま

し

ょ

う

。

 


